
は
じ
め
に

従
来
、
梵
天
・
帝
釈
天
像
の
尊
像
名
比
定
に
お
い
て
は
、
着
甲
の
有
無
に
着
目

す
る
こ
と
が
多
い
。
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
東
大
寺
法
華
堂
の
梵
天
・
帝
釈

天
に
つ
い
て
、
古
く
は
昭
和
八
年
刊
行
の
『
東
大
寺
大
鏡
』
に
「
東
方
の
も
の
を

梵
天
と
呼
ん
で
い
る
が
衲
衣
の
下
に
甲
を
著
け
て
居
る
の
で
こ
の
方
が
帝
釈
天
で

あ
る
か
に
も
思
は
れ
る
」
と
し
、
伝
世
尊
像
名
に
疑
義
が
提
示
さ
れ
た
。
昭
和
四

（
̍
）

十
三
年
の
『
奈
良
六
大
寺
大
観

東
大
寺

二
』
に
お
い
て
は
井
上
正
氏
に
よ
っ

て
そ
の
説
が
よ
り
明
確
に
論
じ
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
今
日
に
至
っ

（
̎
）

て
い
る
。
本
論
で
は
梵
天
・
帝
釈
天
と
し
て
伝
わ
る
像
容
に
対
し
、
甲
だ
け
で
な

く
尊
像
の
着
け
る
各
種
の
衣
ま
で
含
め
た
着
装
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
若
干
の
考

察
を
し
た
い
。
こ
こ
で
言
う
「
着
装
」
と
は
尊
像
の
着
け
る
各
種
の
衣
や
甲
な
ど

の
装
備
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

着
衣
の
用
語
に
関
し
て
、
天
部
像
に
は
し
ば
し
ば
中
国
的
な
着
衣
が
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
時
代
に
よ
っ
て
寛
衣
、
唐
服
、

襠
衣
、
中
国
的
礼
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従
来
、
梵
天
・
帝
釈
天
像
の
尊
像
名
比
定
に
お
い
て
は
、
着
甲
の
有
無
に
着
目
す
る

こ
と
が
多
い
。
帝
釈
天
の
出
自
が
武
勇
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
武
装
し
て
い
る
こ
と
が
自

然
で
あ
る
と
し
、
東
大
寺
法
華
堂
や
唐
招
提
寺
金
堂
の
梵
天
・
帝
釈
天
は
尊
像
名
が
逆

転
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
梵
天
・
帝
釈
天
の
一
尊
が
袈
裟
を
着
け
る
と
い
う
他
の
天
部
像
に
は
ほ

と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
特
徴
に
着
目
し
た
。
尊
像
の
着
け
る
各
種
の
衣
や
甲
な
ど
の
装

備
の
う
ち
袈
裟
、
甲
と
い
っ
た
点
に
注
目
し
、
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
作
品

を
確
認
し
た
。
結
果
と
し
て
、
奈
良
時
代
の
作
品
は
袈
裟
を
着
け
る
像
を
梵
天
と
考
え

る
こ
と
、
中
世
に
お
い
て
は
着
装
自
体
が
多
様
化
し
、
着
装
と
尊
像
名
と
の
関
連
も
複

雑
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
平
安
時
代
に
密
教
と
と
も
に
請
来
さ
れ
た
梵
釈
像
を
表
す

図
像
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
着
甲
像
が
帝
釈
天
と
し
て
規
定
・
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
そ
れ
ら
の
一
因
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
梵
天

帝
釈
天

袈
裟

着
甲

平成30年９月19日受理 ＊文学研究科文化財史料学専攻博士前期課程 在学生

梵
天
・
帝
釈
天
の
「
着
装
」
に
つ
い
て

～
着
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裟
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服
な
ど
と
統
一
が
な
い
。
本
論
で
は
梵
天
・
帝
釈
天
の
着
装
の
特
徴
と
し
て
「
長

袂
衣
」
を
着
け
る
点
に
着
目
し
、
こ
の
語
を
も
っ
て
表
記
す
る
。
ま
た
、「
袈
裟
」

と
い
う
言
葉
は
、
こ
こ
で
は
体
に
纏
う
方
形
の
布
の
着
衣
、
五
条
袈
裟
、
七
条
袈

裟
、
九
条
袈
裟
な
ど
の
狭
義
の
意
で
用
い
る
。

ま
た
、
現
呼
称
の
尊
像
名
と
本
論
で
指
摘
す
る
尊
像
名
に
食
い
違
い
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
以
下
の
記
述
で
は
現
呼
称
に
つ
い
て
は

右
肩
に
「
＊

」
を
付
け
る
。

第
一
章

尊
像
名
に
関
す
る
研
究
史

前
述
の
と
お
り
、
奈
良
時
代
の
梵
天
・
帝
釈
天
像
に
つ
い
て
は
、
伝
世
す
る
尊

像
名
に
対
し
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
東
大
寺
法
華
堂
梵
天
・
帝

＊

＊

釈
天
像
に
つ
い
て
、『
奈
良
六
大
寺
大
観

東
大
寺

二
』
の
同
項
の
注
に
お
い

て
、
井
上
正
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

『
東
大
寺
大
鏡
』
第
二
、
三
月
堂
篇
（
昭
和
九
年
大
塚
巧
芸
社
）、
お
よ
び

『
国
宝
』（
昭
和
三
十
八
年
毎
日
新
聞
社
）
で
は
、
着
甲
の
左
方
像
を
帝
釈

天
像
と
し
、
右
方
の
非
武
装
像
を
梵
天
像
と
し
て
い
る
。
本
来
、
帝
釈
天
は

ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
に
出
て
く
る
イ
ン
ド
ラ
神
で
、
ア
ー
リ
ア
人
の
理
想
と
す
る

戦
士
の
姿
を
神
格
化
し
た
武
勇
神
で
あ
る
。
一
方
、
梵
天
は
帝
釈
天
と
と
も

に
、
後
に
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
護
法
神
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
抽

象
概
念
た
る
世
界
創
造
の
最
高
原
理
「
梵
」
に
人
格
を
あ
た
え
て
神
格
化
さ

れ
た
神
で
あ
る
か
ら
、
二
体
の
う
ち
、
一
体
が
武
装
の
場
合
は
武
装
像
を
帝

釈
天
と
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
東
大
寺
法
華
堂
梵
天
は
甲
を
着
け
て
い
る
（
武
装
し
て
い
る
）
た
め

＊

帝
釈
天
と
し
、
着
け
て
い
な
い
帝
釈
天
を
梵
天
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
し
た
。

＊

そ
の
上
で
、「
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
（
写
本
）
や
、
本
像
の
よ
う
に
左
方
像
だ
け
が

武
装
し
て
い
る
時
は
（
中
略
）、
こ
れ
を
帝
釈
天
と
し
て
よ
か
ろ
う
。」
と
さ
れ
て

い
る
。

戒
壇
院
厨
子
扉
絵
は
旧
来
、
払
子
を
持
ち
着
甲
す
る
の
が
梵
天
、
団
扇
を
執
り

着
甲
し
な
い
の
が
帝
釈
天
と
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
佐
和
隆
研
氏
は
、
一
九

六
二
年
刊
行
の
『
仏
像
図
典
』
に
お
い
て
「
戒
壇
院
厨
子
の
そ
れ
（
梵
天
）
払
子

を
持
ち
」、「（
帝
釈
天
は
）
唐
扇
を
と
り
」
と
さ
れ
、
関
根
俊
一
氏
は
「
戒
壇
院

（
̏
）

厨
子
扉
絵
の
写
本
に
も
払
子
を
執
る
像
が
あ
る
が
、
こ
の
像
は
着
甲
像
で
あ
り
、

旧
来

毅

毅

、
帝
釈
天
と
さ
れ
て
き
た
団
扇
を
執
る
像

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

が
梵
天
像
と
み
ら
れ
る
」（
傍
点

（
̐
）

筆
者
）
と
さ
れ
る
。

唐
招
提
寺
金
堂
梵
天
・
帝
釈
天
像
に
つ
い
て
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観

唐
招
提

寺

二
』
の
同
項
の
注
に
お
い
て
、
上
原
昭
一
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
（
̑
）

東
大
寺
法
華
堂
の
梵
釈
二
天
像
は
、
向
っ
て
右
方
の
甲
の
上
に
袈
裟
を
着

け
て
い
る
も
の
を
帝
釈
天
、
左
方
の
甲
を
着
け
ず
寛
衣
を
着
る
も
の
を
梵
天

と
解
し
て
い
る
。
本
像
は
と
も
に
甲
を
着
け
る
が
、
そ
の
上
に
袈
裟
を
着
け
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た
も
の
を
帝
釈
天
、
寛
衣
を
着
け
た
も
の
を
梵
天
と
解
す
れ
ば
、
現
呼
称
を

逆
に
し
た
方
が
自
然
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

唐
招
提
寺
の
梵
天
・
帝
釈
天
は
両
者
と
も
甲
を
着
け
て
い
る
が
、
梵
天
の
甲
、

＊

＊

＊

袈
裟
と
い
う
着
装
は
、
東
大
寺
の
梵
天
と
同
じ
着
装
で
あ
っ
て
、
同
一
尊
格
と
考

＊

え
ら
れ
る
。
先
述
の
と
お
り
東
大
寺
の
梵
天
は
着
甲
ゆ
え
に
帝
釈
天
と
考
え
ら
れ

＊

た
た
め
に
唐
招
提
寺
梵
天
・
帝
釈
天
も
名
称
が
逆
転
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

＊

＊

甲
と
袈
裟
を
着
け
る
像
を
帝
釈
天
と
す
る
考
え
に
従
え
ば
、
同
様
に
法
隆
寺
旧

食
堂
の
梵
天
・
帝
釈
天
像
も
、
と
も
に
着
甲
し
、
梵
天
は
甲
の
上
に
袈
裟
を
着
け
、

＊

＊

＊

帝
釈
天
は
寛
衣
（
長
袂
衣
）
を
着
け
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
唐
招
提
寺
金
堂
の
梵

＊

＊

天
・
帝
釈
天
像
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
隆
寺
旧
食
堂
梵
天
・
帝
釈
天
も
現

＊

＊

＊

呼
称
を
逆
に
し
た
方
が
自
然
と
い
う
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
井
上
正
氏
、
上
原
昭
一
氏
の
考
え
に
よ
れ
ば
奈
良
時
代
の
代
表
的
な

梵
天
帝
釈
天
像
の
四
例
、
す
な
わ
ち
東
大
寺
法
華
堂
梵
天
・
帝
釈
天
像
、
唐
招
提

＊

＊

寺
金
堂
梵
天
・
帝
釈
天
像
、
法
隆
寺
旧
食
堂
梵
天
・
帝
釈
天
像
、
東
大
寺
戒
壇
院

＊

＊

＊

＊

厨
子
扉
絵
梵
天
・
帝
釈
天
図
に
お
い
て
、
尊
像
名
が
逆
転
し
て
い
る
と
い
う
事
に

＊

＊

な
る
。
こ
れ
ら
の
説
の
影
響
は
大
き
く
、
の
ち
に
出
版
さ
れ
た
美
術
全
集
な
ど
で
、

東
大
寺
、
唐
招
提
寺
の
梵
天
・
帝
釈
天
像
の
呼
称
の
逆
転
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
（
̒
）

し
か
し
、
東
大
寺
法
華
堂
、
唐
招
提
寺
金
堂
、
法
隆
寺
旧
食
堂
と
い
っ
た
大
寺

の
主
要
な
堂
宇
で
す
べ
て
尊
像
名
が
逆
に
伝
わ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
得
る
の

か
。
次
章
以
降
、「
武
装
像
の
場
合
は
帝
釈
天
」
と
い
う
前
提
を
ひ
と
ま
ず
外
し
、

梵
天
・
帝
釈
天
の
着
装
、
特
に
着
袈
裟
に
注
目
し
、
尊
像
名
と
の
関
連
を
考
察
す

る
。

第
二
章

奈
良
時
代
の
着
装

奈
良
時
代
の
梵
天
・
帝
釈
天
の
作
例
を
現
呼
称
、
着
装
と
い
う
観
点
か
ら
以
下

に
整
理
し
た
。
な
お
、
東
大
寺
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
は
、
平
安
時
代
の
写
し
で
あ
る

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
の
作
品
で
あ
る
た
め
、
奈
良
時

代
の
作
品
の
内
に
入
れ
た
。

ま
た
、
東
大
寺
法
華
堂
旧
安
置
の
日
光
仏
・
月
光
仏
像
（
現
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ

＊

＊

ア
ム
）
は
、
従
来
、
梵
天
・
帝
釈
天
と
す
る
他
、
声
聞
・
縁
覚
に
比
定
す
る
説
が

あ
っ
た
が
、
近
年
の
調
査
で
法
華
堂
の
八
角
基
壇
に
残
る
台
座
痕
か
ら
東
大
寺
戒

壇
堂
に
あ
る
四
天
王
像
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
、
梵
天
・
帝
釈
天
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
̓
）

第
一
章
で
と
り
あ
げ
た
四
例
、
す
な
わ
ち
東
大
寺
法
華
堂
（
図
1
、
2
）、
戒

壇
院
厨
子
扉
絵
（
図
3
、
4
）、
唐
招
提
寺
金
堂
（
図
5
、
6
）、
法
隆
寺
旧
食
堂

（
図
7
、
8
）
の
梵
釈
図
像
は
、
い
ず
れ
も
寺
伝
等
で
、
左
方
像
が
梵
天
、
右
方

＊

像
が
帝
釈
天
で
あ
る
。
左
方
像
は
長
袂
衣
、
甲
、
袈
裟
で
あ
る
の
に
対
し
、
右
方

＊

像
は
長
袂
衣
を
着
し
、
甲
は
着
け
る
も
の
と
着
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
注
目
し
た

い
の
は
左
方
像
が
袈
裟
を
着
け
る
と
い
う
共
通
点
で
あ
る
。
長
袂
衣
は
天
部
像
に

よ
く
見
ら
れ
る
着
装
で
あ
り
、
甲
は
仏
の
守
護
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
天
部
像

に
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
袈
裟
を
着
け
る
天
部
像
と
い
う
も
の
は
ほ
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と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
梵
天
・
帝
釈
天
像
に
お
け
る
着
装
の
特

徴
は
、
片
方
の
像
が
袈
裟
を
着
け
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
東
大
寺
法

華
堂
旧
安
置
日
光
仏
・
月
光
仏
像
（
図
9
、
10
）
は
長
袂
衣
に
片
方
が
袈
裟
を
つ

＊

＊

け
る
が
、
両
者
と
も
着
甲
し
て
い
な
い
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
時
代
の
梵
天
・

帝
釈
天
に
つ
い
て
は
甲
よ
り
も
袈
裟
が
尊
像
の
性
格
を
決
め
る
要
素
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

と
な
れ
ば
、
二
体
の
う
ち
一
体
が
武
装
像
の
場
合
は
帝
釈
天
で
あ
る
と
考
え
る

よ
り
、
袈
裟
を
着
け
る
も
の
が
梵
天
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
つ

ま
り
疑
義
の
呈
さ
れ
た
尊
像
名
は
伝
世
の
通
り
と
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

先
述
の
五
例
以
外
に
奈
良
時
代
の
像
で
梵
天
・
帝
釈
天
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と

し
て
表
１
の
6
～
11
が
あ
る
。
正
倉
院
漆
仏
龕
扉
絵
は
梵
天
と
伝
え
ら
れ
る
が
同

時
代
の
梵
天
の
着
装
と
し
て
は
裙
、
条
帛
、
天
衣
、
瓔
珞
を
着
け
て
い
る
点
で
特

異
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
い
ず
れ
も
後
代
の
修
補
の
た
め
、
当
初
の
着
装
が
不
明

な
こ
と
、
出
自
が
不
明
な
こ
と
な
ど
か
ら
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。

第
三
章

平
安
時
代
の
着
装

平
安
時
代
は
空
海
・
最
澄
ら
の
も
た
ら
し
た
密
教
と
と
も
に
、
新
た
な
梵
天
・

帝
釈
天
の
図
像
（
表
１
の
12
～
12

19
）
が
請
来
さ
れ
、
そ
れ
を
所
依
と
し
た
作
品
も

盛
ん
に
制
作
さ
れ
る
（
表
１
の
20
～
20

24
）。
こ
の
よ
う
な
新
来
の
密
教
図
像
に
お

け
る
梵
天
・
帝
釈
天
に
は
複
数
の
像
容
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
袈
裟
や
長
袂

衣
と
い
っ
た
奈
良
時
代
の
着
装
と
著
し
く
異
な
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
本
論
に
お
け

る
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。
し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
十
天
形

像
図
や
東
寺
講
堂
の
帝
釈
天
（
図
11
）
の
よ
う
に
着
甲
し
金
剛
杵
を
持
つ
姿
の
作

品
が
現
れ
た
こ
と
が
、
奈
良
時
代
か
ら
踏
襲
さ
れ
た
い
わ
ば
伝
統
的
な
像
容
に
対

し
、
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

ま
た
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
の
帝
釈
天
（
図
12
）
は
密
教
図
像
で
は
あ
る
が
、
長
袂

衣
を
着
け
る
こ
と
で
注
意
さ
れ
る
。

密
教
図
像
に
従
っ
た
作
品
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
る
一
方
で
、
奈
良
時
代
の
像
容

を
襲
っ
た
作
品
も
引
き
続
き
制
作
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
着
装
を
確

認
す
る
。

ま
ず
は
対
を
な
す
梵
天
・
帝
釈
天
と
し
て
捉
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
像
（
必
ず

し
も
梵
天
・
帝
釈
天
と
し
て
伝
存
し
て
い
な
い
像
を
含
む
）
は
、
善
水
寺
（
梵＊

天
・
帝
釈
天
像
）、
秋
篠
寺
（
日
光
菩
薩
・
月
光
菩
薩
像
）、
東
大
寺
（
倶
舎
曼
荼

＊

＊

＊

羅
図
左
方
像
・
右
方
像
）、
唐
招
提
寺
（
天
部
形
像
）・
細
見
美
術
館
所
蔵
（
天
部

形
像
）、
東
京
国
立
博
物
館
（
梵
天
・
帝
釈
天
像
）、
龍
光
院
（
屏
風
本
尊
像
左
方

＊

＊

像
・
右
方
像
）
な
ど
が
あ
る
（
表
１
の
25
か
ら

25

30
）。

こ
れ
ら
は
奈
良
時
代
以
来
の
、
両
者
と
も
長
袂
衣
を
着
け
片
方
が
袈
裟
を
纏
う

像
で
あ
る
が
、
尊
像
名
は
明
確
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
善
水
寺
像
は
近
時
ま
で
日

光
・
月
光
菩
薩
像
と
呼
ば
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
像
の
現
尊
名
の
由
来
に
つ
い
て

（
̔
）

は
詳
ら
か
で
な
い

例
外
と
し
て
密
教
図
像
、
奈
良
時
代
の
像
容
、
い
ず
れ
に
も
基
づ
か
な
い
作
品

と
し
て
護
国
院
（
梵
天
・
帝
釈
天
像
）、
法
隆
寺
（
伝
法
堂
旧
像
梵
天
・
帝
釈
天

＊

＊

＊

＊
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図４ 東大寺戒壇院厨子
扉絵右方像

図３ 東大寺戒壇院厨
子扉絵左方像

図２ 東大寺法
華堂帝釈天像

図１ 東大寺法
華堂梵天像

図８ 法隆寺旧
食堂帝釈天像

図７ 法隆寺旧
食堂梵天像

図６ 唐招提寺
金堂帝釈天像

図５ 唐招提寺
金堂梵天像

図１０ 東大寺法
華堂旧蔵伝月光
菩薩像

図９ 東大寺法
華堂旧蔵伝日光
菩薩像

図１１ 東寺講堂 帝釈天
像

図１２ 東寺仁王経五方諸尊
図・中央 帝釈天 部分



像
）、
唐
招
提
寺
（
梵
天
像
・
帝
釈
天
像
）、
が
あ
る
（
表
1
の
31
～
31

33
）。
法
隆

＊

＊

寺
、
唐
招
提
寺
の
作
品
は
両
者
と
も
長
袂
衣
を
着
け
る
と
い
う
天
部
像
に
は
よ
く

あ
る
姿
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
袈
裟
を
着
け
て
い
な
い
た
め
、
奈
良
時
代
の
梵

天
・
帝
釈
天
の
像
容
と
異
な
る
。
護
国
院
の
作
品
は
両
者
と
も
裙
、
条
帛
、
天
衣
、

瓔
珞
を
着
け
る
と
い
う
菩
薩
形
で
あ
る
。

単
独
像
（
梵
天
・
帝
釈
天
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
な
い
像
を
含
む
）
は
、
法
雲
寺

（
帝
釈
天
像
）、
正
法
寺
（
帝
釈
天
像
）、
平
等
院
（
帝
釈
天
像
）、
常
福
寺
（
帝

＊

＊

＊

＊

釈
天
像
）、
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
帝
釈
天
像
）、
大
蔵
寺
（
帝
釈
天
像
）、
孝

＊

＊

恩
寺
（
帝
釈
天
像
）、
室
生
寺
（
帝
釈
天
図
）、
當
麻
寺
（
帝
釈
天
図
）、
慈
眼
庵

＊

＊

＊

（
天
部
像
）
な
ど
が
あ
る
（
表
１
の
34
～
34

43
）。

こ
の
う
ち
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
像
、
當
麻
寺
図
は
近
時
の
尊
名
比
定
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
が
造
像
当
初
か
ら
単
独
像
と
し
て
造
像
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
長
袂
衣
の
み
、
も
し
く
は
そ
れ
に
甲
を
着
け
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
奈
良
時
代
の
像
容
に
基
づ
い
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
奈
良
時
代
の
梵
天
・
帝
釈
天
の
着
装
と
の
一
致
を
み
る
。
着
甲
し
な
い
像
に

つ
い
て
は
あ
る
い
は
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
の
帝
釈
天
図
に
基
づ
く
像
容
で
あ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
慈
眼
庵
の
天
部
像
（
寺
伝
聖
観
音
）
は
長
袂
衣
、
甲
、
袈

裟
と
い
う
姿
で
あ
り
奈
良
時
代
の
梵
天
・
帝
釈
天
の
姿
に
近
い
。

第
四
章

鎌
倉
時
代
の
着
装

平
安
時
代
に
引
き
続
き
鎌
倉
時
代
に
は
、
密
教
図
像
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代

の
像
容
に
基
づ
く
作
品
の
制
作
が
行
わ
れ
る
。
密
教
図
像
に
よ
る
作
品
（
表
１
の

44
～
44

52
）
は
平
安
時
代
の
密
教
作
品
同
様
に
、
こ
こ
で
の
考
察
に
お
い
て
は
対
象

か
ら
外
す
。
奈
良
時
代
の
像
容
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
梵
天
・
帝
釈
天
と
思
わ
れ
る

（
̕
）

作
品
は
海
住
山
寺
（
五
重
塔
扉
絵

左
方
像
・
右
方
像
）、
東
京
芸
術
大
学
（
吉

祥
天
厨
子
絵
左
方
像
・
右
方
像
）、
興
福
寺
（
帝
釈
天
像
（
梵
天
）・
根
津
美
術

＊

館

帝
釈
天
像
）、
妙
法
院
（
二
十
八
部
衆
像
梵
天
・
帝
釈
天
像
）、
京
都
国
立
博

＊

＊

＊

物
館
（
興
福
寺
曼
荼
羅
図
の
東
金
堂
左
方
像
・
右
方
像
）、
藤
田
美
術
館
（
八
角

舎
利
殿
扉
絵
左
方
像
・
右
方
像
）、
東
京
国
立
博
物
館
（
十
六
善
神
像
の
左
方
像
・

右
方
像
）、
興
福
寺
（
護
法
善
神
像
梵
天
王
・
帝
釈
天
像
）、
東
福
寺
（
板
絵
彩
色

＊

＊

梵
天
・
帝
釈
天
像
）、
京
都
国
立
博
物
館
（
興
福
寺
曼
荼
羅
西
金
堂
左
方
像
・
右

方
像
）
な
ど
が
あ
る
（
表
１
の
53
～
53

63
）。

単
独
像
と
し
て
は
帝
釈
寺
（
帝
釈
天
像
）、
海
竜
王
寺
（
文
殊
菩
薩
像
）
が
あ

＊

＊

る
（
表
１
の
65
～
65

66
）。

な
お
、
こ
の
時
期
の
着
装
形
式
に
は
新
た
な
組
み
合
わ
せ
が
現
れ
る
。
形
姿
を

考
慮
す
る
と
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
を
念
頭
に
お
い
た
と
推
測
さ
れ
る
作
品
が
多
い
。
着

装
も
そ
れ
に
倣
う
も
の
が
多
い
も
の
の
、
逸
脱
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
組
み
合

わ
せ
を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
両
者
と
も
長
袂
衣
を
着
け
片
方
の
像
が
甲
、
袈
裟
を
着
け
る
（
表
１
の
53
～

59
）

二
．
両
者
と
も
長
袂
衣
を
着
け
片
方
の
像
が
袈
裟
を
着
け
る
（
表
１
の
60
）

三
．
両
者
と
も
長
袂
衣
を
着
け
片
方
の
像
が
袈
裟
を
着
け
、
も
う
一
方
が
甲
を
着

け
る
（
表
１
の
61
）
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四
．
両
者
と
も
長
袂
衣
と
甲
と
袈
裟
を
着
け
る
（
表
１
の
62
）

五
．
片
方
の
み
長
袂
衣
を
着
け
、
も
う
一
方
が
袈
裟
を
着
け
る
（
表
１
の
63
）

一
、
二
は
鎌
倉
時
代
以
前
に
も
あ
っ
た
が
、
三
～
五
は
新
た
に
あ
ら
わ
れ
る
着

装
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
着
装
の
上
で
は
多
様
化
し
て
い
る
と
い

え
る
。

第
五
章

中
近
世
に
お
け
る
像
容
認
識

前
章
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
奈
良
時
代
の
像
容
に
基
づ
い
た
梵
天
・
帝
釈
天

像
の
制
作
は
、
新
た
に
密
教
系
梵
天
・
帝
釈
天
像
の
請
来
さ
れ
た
平
安
時
代
以
降

も
一
部
で
継
承
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
に
い
た
る
と
、
着
装
自
体
が
多
様

化
し
、
尊
像
名
と
の
関
係
が
複
雑
と
な
る
。
尊
像
名
に
つ
い
て
は
、
造
像
当
初
の

尊
像
名
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認
で
き
な
い
事
例
も
あ
り
、
一
部
で
は
現
代

の
解
釈
に
よ
っ
て
尊
名
が
比
定
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
、

曖
昧
な
尊
像
名
を
も
つ
例
を
外
し
、
銘
記
等
に
よ
っ
て
当
初
の
尊
像
名
が
確
認
で

き
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
と
く
に
着
袈
裟
と
い
う
視
点
か
ら
考
慮
が
必
要
と
思

わ
れ
る
三
例
、
興
福
寺
の
帝
釈
天
像
（
梵
天
）・
根
津
美
術
館
の
帝
釈
天
像
、
妙

＊

＊

法
院
二
十
八
部
衆
像
の
梵
天
・
帝
釈
天
像
、
興
福
寺
護
法
善
神
像
の
梵
天
王
・
帝

＊

＊

＊

＊

釈
天
像
の
場
合
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

興
福
寺
・
根
津
美
術
館
の
像
は
、
本
来
興
福
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
像

内
の
墨
書
銘
か
ら
長
袂
衣
、
甲
、
袈
裟
を
着
け
る
像
が
帝
釈
天
、
長
袂
衣
を
着
け

る
像
が
梵
天
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
妙
法
院
梵
天
・
帝
釈
天
像
は
長
袂
衣
、

＊

＊

甲
、
袈
裟
を
着
け
る
像
が
帝
釈
天
、
長
袂
衣
を
着
け
る
像
が
梵
天
と
し
て
伝
世
し

て
い
る
。
興
福
寺
護
法
善
神
像
は
長
袂
衣
、
袈
裟
を
着
け
る
像
が
梵
天
、
長
袂
衣
、

甲
の
像
が
帝
釈
天
と
図
中
に
添
付
の
短
冊
に
記
さ
れ
て
い
る
。

前
者
二
例
の
着
装
は
奈
良
時
代
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
長
袂
衣
、
甲
、
袈

裟
を
着
け
る
像
が
帝
釈
天
と
さ
れ
て
お
り
、
尊
像
名
は
逆
転
し
て
い
る
。
護
法
善

神
像
は
、
両
者
と
も
に
長
袂
衣
を
着
け
る
点
は
同
様
で
あ
る
が
、
一
方
は
着
甲
せ

ず
に
袈
裟
を
纏
い
、
他
方
は
着
袈
裟
と
せ
ず
に
甲
を
着
け
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
取

り
上
げ
て
き
た
作
例
と
異
な
っ
て
い
て
、
こ
の
着
装
の
組
み
合
わ
せ
は
他
例
を
み

な
い
。
つ
ま
り
着
袈
裟
像
が
梵
天
で
、
着
甲
像
を
帝
釈
天
と
し
て
い
る
。
着
袈
裟

と
い
う
視
点
で
は
、
中
世
に
お
い
て
着
装
と
尊
像
名
と
の
関
連
に
若
干
の
混
乱
が

生
じ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
あ
る
が
、
密
教
図
像
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
着
甲
像
が
帝
釈
天
と
し
て
規
定
・

表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
も
考
え
る
。

な
お
、
一
点
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
興
福
寺
・
根
津
美
術
館
の
像
は
、
先

述
の
と
お
り
像
内
墨
書
銘
に
よ
っ
て
、
長
袂
衣
、
甲
、
袈
裟
を
着
け
た
像
が
帝
釈

天
、
長
袂
衣
を
着
け
る
像
が
梵
天
と
し
て
造
像
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、

興
福
寺
で
は
近
似
ま
で
長
袂
衣
を
着
け
る
像
を
帝
釈
天
と
し
て
き

。
と
な
れ
ば
、

対
を
な
す
長
袂
衣
、
甲
、
袈
裟
を
着
け
た
像
は
、
か
つ
て
梵
天
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
逆
転
が
何
時
に
起
こ
っ
た
こ
と
か
は
不
明
あ
る
が
、
中
世

か
ら
近
世
に
か
け
て
着
袈
裟
像
を
梵
天
に
比
定
す
る
こ
と
が
依
然
と
し
て
一
部
で

は
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
10
）た
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ま
た
、
第
三
章
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
で
は
単
独
像
と
し
て
伝
来
す
る
帝

釈
天
像
の
中
に
は
、
袈
裟
を
着
け
ず
長
袂
衣
の
み
、
ま
た
は
長
袂
衣
と
甲
を
着
装

す
る
像
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
造
像
当
初
か
ら
単
独
像
で
あ
っ
た
か
は
不
明
な
が
ら
、

こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
、
奈
良
時
代
の
帝
釈
天
の
着
装
で
あ
る
し
、
仁
王
経
五
方
諸

尊
図
の
帝
釈
天
に
も
見
ら
れ
る
着
装
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
作
例
の
存

在
が
、
袈
裟
を
着
け
な
い
像
を
帝
釈
天
と
し
、
そ
れ
に
対
し
袈
裟
を
着
け
た
像
が

梵
天
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
促
進
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
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No123456789１０１１１２１３１４１５

所

在

東
大
寺
法
華
堂

奈
良
国
立
博
物
館

唐
招
提
寺
金
堂

法
隆
寺
旧
食
堂

東
大
寺
法
華
堂
旧
安

置秋
篠
寺

東
大
寺

法
華
寺

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ア
ジ
ア
美
術
館

正
倉
院
漆
仏
龕
扉
絵

文
化
庁

作

品

名

梵
天
像

帝
釈
天
図

戒
壇
院
厨
子
扉
絵
左
方
像

戒
壇
院
厨
子
扉
絵
右
方
像

梵
天
像

帝
釈
天
像

梵
天
像

帝
釈
天
像

日
光
仏
像

月
光
仏
像

梵
天
像

帝
釈
天
像

西
大
門
扁
額
梵
天
像

西
大
門
扁
額
梵
帝
釈
天
像

伝
梵
天
頭
部

伝
帝
釈
天
頭
部

梵
天
像

帝
釈
天
像

漆
仏
龕
扉
絵
伝
梵
天
像

帝
釈
天
像

現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
梵
天
図

現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
帝
釈
天
図

現
図
金
剛
界
曼
荼
羅
梵
天
図

現
図
金
剛
界
曼
荼
羅
帝
釈
天
図

胎
蔵
図
像
梵
天
図

胎
蔵
図
像
帝
釈
天
図

胎
蔵
旧
図
様
梵
天
図

胎
蔵
旧
図
様
帝
釈
天
図

第
二
重
北
方

胎
蔵
旧
図
様
帝
釈
天
図
第
四
重
東
方

制

作

技

法

脱
活
乾
漆

脱
活
乾
漆

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

木
造

木
造

塑
造

塑
造

塑
造

塑
造

頭
部
脱
活
乾
漆

体
部
木
造

頭
部
脱
活
乾
漆

体
部
木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

脱
活
乾
漆

脱
活
乾
漆

脱
活
乾
漆

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

長
袂

衣○○○○○○○○○○○○○○○
筒
袖

甲○○○○○○○○○○○
袈
裟○○○○○○○

裙○○○○○○○○○○○○
条
帛○○○○○○○○○○○○
そ
の

他○
不
明○○

備

考

体
部
は
後
補

体
部
は
後
補

鎌
倉
時
代
の
後
補

鎌
倉
時
代
の
後
補

体
部
は
欠
失

体
部
は
欠
失

後
代
の
補
修
多
い

後
代
の
補
修
多
い

出
自
が
不
明

表
１
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No１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１

所

在

東
寺
講
堂

清
涼
寺

醍
醐
寺

西
大
寺

京
都
国
立
博
物
館

善
水
寺

秋
篠
寺

東
大
寺

唐
招
提
寺

細
見
美
術
館

東
京
国
立
博
物
館

龍
光
院

法
隆
寺
伝
法
堂
旧
安

置

作

品

名

四
種
護
摩
本
尊
及
び
眷
属
図
像
梵
天
図

四
種
護
摩
本
尊
及
び
眷
属
図
像
帝
釈
天
図

十
天
形
像
図
梵
天
図

十
天
形
像
図
帝
釈
天
図

十
巻
抄
梵
天
図

仁
王
経
五
方
諸
尊
図
帝
釈
天
図

梵
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

梵
天
像

帝
釈
天
像

薬
師
三
尊
像
左
方
像

薬
師
三
尊
像
右
方
像

倶
舎
曼
荼
羅
図
左
方
図

倶
舎
曼
荼
羅
図
右
方
図

天
部
形
像

天
部
形
像

梵
天
像

帝
釈
天
像

屏
風
本
尊
作
方
像

屏
風
本
尊
右
方
像

梵
天
像

帝
釈
天
像

制

作

技

法

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

紙
本
墨
画

木
造

木
造

木
造

木
造

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

木
造

木
造

木
造

木
造

絹
本
着
色

絹
本
着
色

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

長
袂

衣○○○○○○○○○○○○○○○
筒
袖○○

甲○○○○○○○○
袈
裟○○○○○○

裙○○○○○○○○○○○○○○
条
帛○○○○○○○○○○○○○○
そ
の

他○
不
明

備

考

近
時
ま
で
月
光
菩

薩
と
さ
れ
た

近
時
ま
で
日
光
菩

薩
と
さ
れ
た
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No３２３３３４３５３６３７３８３９４０４１４２４３４４４５４６４７４８４９５０５１

所

在

唐
招
提
寺

護
国
院

法
雲
寺

正
法
寺

平
等
院
浄
土
院

常
福
寺

バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

大
蔵
寺

孝
恩
寺

室
生
寺

當
麻
寺

慈
眼
庵

東
寺

奈
良
国
立
博
物
館

聖
衆
来
迎
寺

神
護
寺

奈
良
国
立
博
物
館

広
隆
寺

西
明
寺

長
福
寺

作

品

名

梵
天
像

帝
釈
天
像

梵
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

板
絵
彩
色
伝
帝
釈
天
曼
荼
羅

帝
釈
天
像

天
部
像
（
寺
伝
聖
観
音
）

十
二
天
図
屏
風
梵
天
像

十
二
天
図
屏
風
帝
釈
天
像

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

十
二
天
像
梵
天
図

十
二
天
像
帝
釈
天
図

制

作

技

法

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

木
造

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

長
袂

衣○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
筒
袖

甲○○○○○○
袈
裟○○

裙○○○○○○○○○○
条
帛○○○○○○○○○○
そ
の

他

不
明

備

考
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No５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２６３６４６５６６

所

在

瀧
山
寺

海
住
山
寺

東
京
芸
術
大
学

興
福
寺

根
津
美
術
館

興
福
寺

妙
法
院

京
都
国
立
博
物

藤
田
美
術
館

東
京
国
立
博
物
館

興
福
寺

東
福
寺

京
都
国
立
博
物
館

東
寺
二
間
観
音
脇
侍

帝
釈
寺

海
竜
王
寺

作

品

名

観
音
菩
薩
・
梵
天
・
帝
釈
天
像

梵
天
像

観
音
菩
薩
・
梵
天
・
帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

五
重
塔
扉
絵
左
方
像

五
重
塔
扉
絵
右
方
像

吉
祥
天
厨
子
扉
絵
左
方
像

吉
祥
天
厨
子
扉
絵
右
方
像

帝
釈
天
像
（
梵
天
）

帝
釈
天
像

梵
天
像

帝
釈
天
像

二
十
八
部
衆
像
梵
天
像

二
十
八
部
衆
像
帝
釈
天
像

館
興
福
寺
曼
荼
羅
図
東
金
堂
左
方
像

館
興
福
寺
曼
荼
羅
図
東
金
堂
右
方
像

木
造
八
角
舎
利
殿
左
方
図

木
造
八
角
舎
利
殿
右
方
図

十
六
善
神
像
左
方
図

十
六
善
神
像
右
方
図

護
法
善
神
像
梵
天
図

護
法
善
神
像
帝
釈
天
図

梵
天
像

帝
釈
天
像

興
福
寺
曼
荼
羅
図
西
金
堂
左
方
像

興
福
寺
曼
荼
羅
図
西
金
堂
右
方
像

観
音
菩
薩
・
梵
天
・
帝
釈
天
像

梵
天
像

観
音
菩
薩
・
梵
天
・
帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

帝
釈
天
像

文
殊
菩
薩
像

制

作

技

法

木
造

木
造

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

木
造

絹
本
着
色

絹
本
着
色

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

板
絵
彩
色

絹
本
着
色

絹
本
着
色

木
造

木
造

木
造

木
造

長
袂

衣○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
筒
袖○

甲○○○○○○○○○○○○
袈
裟○○○○○○○○○○○○○○

裙○○
条
帛○○
そ
の

他

不
明

備

考

近
時
ま
で
寺
伝
で

梵
天
と
さ
れ
た

107



お
わ
り
に

本
稿
で
は
梵
天
・
帝
釈
天
の
着
装
に
つ
い
て
、「
着
袈
裟
」
と
い
う
視
点
か
ら

考
察
を
試
み
、
奈
良
時
代
で
は
袈
裟
を
着
け
る
像
が
梵
天
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
に
お
い
て
は
、
一
部
で
着
装
が
統
一
を
欠
き
、

着
装
と
尊
像
名
と
の
関
連
も
複
雑
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
梵

天
・
帝
釈
天
の
尊
像
名
比
定
に
は
、
着
甲
の
有
無
は
無
視
で
き
な
い
に
し
て
も
、

そ
れ
以
外
に
袈
裟
や
持
物
、
制
作
年
代
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る

梵
天
・
帝
釈
天
の
片
方
の
像
が
袈
裟
を
着
け
る
意
味
に
つ
い
て
は
本
論
で
は
考

察
し
え
て
い
な
い
。
従
来
は
、
梵
釈
二
像
の
う
ち
、
古
代
イ
ン
ド
で
戦
闘
神
で
あ
っ

た
出
自
を
踏
ま
え
、
着
甲
像
を
帝
釈
天
に
比
定
す
る
こ
と
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、

本
稿
で
は
、
着
眼
点
を
変
え
、
二
像
の
う
ち
袈
裟
を
着
け
る
像
を
梵
天
と
す
る
見

解
を
示
し
た
。
そ
も
そ
も
袈
裟
は
出
家
し
た
僧
侶
の
纏
う
も
の
で
、「
伝
法
衣
」

の
言
葉
も
あ
る
通
り
、
し
ば
し
ば
師
か
ら
弟
子
へ
の
伝
法
の
証
と
し
て
伝
襲
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
の
『
東
大
寺
献
物
帳
』（「
国
家
珍
宝
帳
」）
で
は
、

聖
武
天
皇
の
「
袈
裟
」
が
目
録
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
通
り
、
仏
教
に
お
い
て
袈
裟

の
も
つ
重
要
性
は
と
く
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
教
え
を
重
視
す
る

仏
教
に
お
い
て
は
、
梵
釈
二
像
の
う
ち
、
そ
も
そ
も
古
代
イ
ン
ド
で
宇
宙
の
根
本

原
理
フ
ラ
フ
マ
ー
（
梵
）
を
神
格
化
し
た
と
さ
れ
る
梵
天
が
袈
裟
を
纏
う
こ
と
の

方
が
、
帝
釈
天
が
甲
を
着
す
る
こ
と
に
比
べ
、
よ
り
重
要
な
こ
と
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
像
容
が
考
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
隋
唐
の
時

代
の
仏
教
事
情
を
調
べ
る
必
要
を
感
じ
て
お
り
、
今
後
あ
ら
た
め
て
考
察
を
行
う

機
会
を
持
ち
た
い
。

【
注
】

（
1
）『
東
大
寺
大
鏡

第
二
冊
』
五
頁

大
塚
工
藝
社

昭
和
八
年

（
2
）
井
上
正
「
解
説
」（『
奈
良
六
大
寺
大
観

東
大
寺

二
』
岩
波
書
店
）
一
九
六
八
年

（
3
）
佐
和
隆
研
編
『
仏
像
図
典
』
吉
川
弘
文
館

一
九
六
二
年

（
4
）
関
根
俊
一
『
日
本
の
美
術

第
三
七
五
号
梵
天
・
帝
釈
天
像
』
至
文
堂
一
九
九
七
年

（
5
）
上
原
昭
一
「
解
説
」（『
奈
良
六
大
寺
大
観

東
大
寺

二
』
岩
波
書
店
）
一
九
六
八

年

（
6
）
東
大
寺
お
よ
び
唐
招
提
寺
の
梵
釈
像
の
尊
像
名
の
逆
転
に
言
及
し
て
い
る
美
術
全
集

と
し
て
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・『
日
本
美
術
全
集

第
４
巻

天
平
の
美
術
＊

南
都
七
大
寺
』
学
習
研
究
社

一

九
七
七
年

・『
名
宝
日
本
の
美
術
３

東
大
寺
』
小
学
館

一
九
八
〇
年

・『
名
宝
日
本
の
美
術
７

唐
招
提
寺
』
小
学
館

一
九
八
〇
年

・『
日
本
美
術
全
集

第
４
巻

東
大
寺
と
平
城
京

奈
良
の
建
築
・
彫
刻
』
講
談
社

一
九
九
〇
年

・『
日
本
美
術
全
集

第
３
巻

奈
良
時
代

東
大
寺
・
正
倉
院
と
興
福
寺
』
小
学
館

二
〇
一
三
年

（
7
）
奥
健
夫
「
東
大
寺
法
華
堂
八
角
二
重
壇
小
考
」（『
佛
教
藝
術
三
〇
六
号
』）
二
〇
〇

九
年

（
8
）
国
書
刊
行
会
編
『
仏
像
体
系
６
写
真
で
見
る
仏
像
篇
２
』
一
九
八
三
年

（
9
）
十
二
天
像
は
密
教
図
像
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
考
察
の
対
象
外
と
し
た
が
、
鎌
倉
時

代
の
十
二
天
像
に
お
け
る
帝
釈
天
は
平
安
時
代
の
裙
、
条
帛
と
い
う
姿
か
ら
、
長
袂

長井：梵天・帝釈天の「着装」について
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衣
の
姿
や
、
長
袂
衣
に
袈
裟
を
着
け
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
10
）
久
野
健
編
『
仏
像
集
成
５
日
本
の
仏
像
〈
奈
良
１
〉
一
九
九
四
年

【
付
記
】

本
稿
は
筆
者
が
平
成
三
〇
年
に
奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の

一
部
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
際
し
て
は
、
奈
良
大
学
の
関
根
俊
一
教
授
、

原
口
志
津
子
教
授
よ
り
御
指
導
・
御
助
言
を
頂
い
た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま

す
。

【
図
版
出
典
】

図
1
『
日
本
の
美
術

第
三
七
五
号
梵
天
・
帝
釈
天
像
』
第
4
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
2

同
右

第
5
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
3
『
佛
教
圖
像
集
古

戒
壇
院
扉
繪
』
所
収

図
4

同
右

図
5
『
日
本
の
美
術

第
三
七
五
号
梵
天
・
帝
釈
天
像
』
第
8
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
6

同
右

第
9
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
7

同
右

第
2
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
8

同
右

第
3
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
9

同
右

第
6
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
10

同
右

第
7
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
11

同
右

第

11

14
図

至
文
堂
一
九
九
七
年

図
12

同
右

第

12

65
図

至
文
堂
一
九
九
七
年
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